
開発には津山菓子組合のメンバー8社が参加し、
「生地の小麦は津山産を100%使用」などの統一し
た開発コンセプトをもとに、地域特産の黒大豆や
巨大胚芽米を使ったり、生地に自然薯を練り込ん
でよりふんわりした食感を出したりと、各社工夫
を凝らした「津山ロール」ができました。その後
も試食会と改良を積み重ねて完成度を高め、2月2
～5日に東京ビッグサイトで開催された「第69回
あ
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津山市では、水稲からの転作作物として小麦
（品種: ふくほのか）の生産拡大を推進していま
す。作付が始まった平成19年産は1ha程度の栽培
面積でしたが、昨年11月に種まきされた22年産で
は25haと大幅に拡大しています。

また、津山市産の小麦を使った商品開発は、す
でに市内の一部の製菓業者や製麺所等で始まって
いましたが、「つやま新産業創出機構( 注) 」では、
県の助成を受けて、昨年から津山産小麦や黒大豆
（通称：作州黒）など地元の農産物を使った、統
一ブランドの新たなロールケーキ「津山ロール」
の開発に着手しています。
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東京インターナショナル・ギフト・ショー」にも
出展し、バイヤー等からの高い評価を得ました。

3月20～21日に津山市で開催される「おかやま
Ｂ級グルメフェスタin 津山」での「つやま地域産
品まつり」で、一般の消費者に初めて試販される
ことになっています。そこでのアンケート結果を
もとにさらに改良し、平成22年度中の一般販売を
目指しています。

Ή ⌠╒⌂ῌ” ₪└₲↨⅍
║ ” ‚„ ₀100%
║ ⁞ ’‘ ” ₀
║ῷ ‗ ― ₀1 ‚

←└⁞ ᾿ῷ ’‘ ”‏‍ ‚ Ὸ ’΅ ῀ Ὸ ᾿ „14  Ὸ’ῼ᾿
‰‗₁‘₀ Ὸ⁮” ‚ ‒―΅‴ ῀

᾿ ‖‾ ” ῺΌ ‖ ⁮⁵⁴⁭ῲ‚’⁯‴ ‍῀ „᾿ ₀
‒― ₀  ―΅⁴ ‖” ⁯ ‹₀   ‴ ῀



Ǔ֝ȑ ȇƼ ǵА ӓƽ

700- 8532 1- 4- 1 2
TEL (086)224- 4511( 2294) FAX(086)227- 6658 < HP>http:// www.maff.go.jp/chushi/index.html

http://www.maff.go.jp/chushi/mailm/index.html

ҏ ѬҪὅ ̼ ҟ҈

 ₁„Ή ” ( )ῌ‗΅ῲ ₀  ‖ Ὸ  ⁵„᾿ Ό ”
‎῾‖’ῼ᾿ ⁞ ║ ‾  ― ῲ

 ‗‖ ₀ ‹  ᾿ ” ⁞ ” ‚–’ ⁴ ⁯ ‹” ‗‖ ῀
⅔≈╒₰⌐₿╒ ‖„᾿ ‚Ή ῌ₀ ⁯ ⁵᾿ ” ₀ ₁‖

΅⁴ ” ⁯ ‹₀   ‴ ῀

【取材協力・写真提供 高松農業高等学校】

(30 )

模擬会社の役員を務めている生徒の一人は、「多くの人から出資して
もらったお金なので責任の重たさを感じる。それだけにみんなでコンセ
プトから考えて開発した商品が売れた時はうれしかった。生産だけでな
く加工から販売まで、とても貴重な経験ができた。」と笑顔で話してく
れました。

ミニトマトの生産量は毎年ほぼ同じですが、加工品として販売するこ
とで付加価値がつき、生食用だけのときと比べて売上は６倍以上( !! ) に
なったとのことです。
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県立高松農業高校の農業科学科では、「農商連携、産学連携、
校内学科間連携」をキーワードに、平成18年度から授業に「起業
家教育」を取り入れています。生徒が模擬会社を設立し、株式を
発行して資金を集め、農産物の生産から商品開発、加工・販売ま
で行うとてもユニークな取り組みです。

模擬会社は3年生の38人が社員。初めは生食用ミニトマトの販
売だけでしたが、食品科学科と連携して規格外トマトの加工品に
取り組み、「ミニトマトのシロップ漬け」を開発しました。

さらに「シロップ漬けトマトの別の味わいを楽しんでほしい」
と、「トマトゼリー」の商品化にも成功しました。トマトゼリー
は校内での製造が難しく、最終工程を岡山市内の業者に委託して
いますが、委託に必要な資金は株式を発行して集めました。
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７月 ・子ども達の農業体験 ５ ４ ３ ２ １
・【トピックス】米・米粉食品フェスタ2009 ５ ４ ３ ２ １

８月 ・花のある暮らし ５ ４ ３ ２ １
・【トピックス】農の福祉力 手を携える農と福祉 ５ ４ ３ ２ １

９月 ・家庭でできる！食品備蓄ワンポイントアドバイス ５ ４ ３ ２ １
・【トピックス】いざという時のためのお米の備蓄 ５ ４ ３ ２ １

10月 ・バイオマスで地球温暖化防止 ５ ４ ３ ２ １

11月 ・巷でブーム！「たまごかけごはん」 ５ ４ ３ ２ １
・【トピックス】お米の収穫量について ５ ４ ３ ２ １

12月 ・高校生が取り組む「園芸福祉」 ５ ４ ３ ２ １
・大人気！農業高校ブランド ５ ４ ３ ２ １

１月 ・岡山のさかな ５ ４ ３ ２ １
・【ふるさと元気だより】 ５ ４ ３ ２ １

奥津ファームビレッジ「耕心村」、米粉で農業・農村の活性化を！

２月 ・吉備の国の伝統野菜 ５ ４ ３ ２ １
・【ふるさと元気だより】農業後継者ふれあい市場「稚媛の里」 ５ ４ ３ ２ １

３月 ・100%地元産小麦を使った新商品開発 ５ ４ ３ ２ １
・高校生が取り組む「農の六次産業化」 ５ ４ ３ ２ １

1. 会社員 2. 自営業 3. 農林水産業 4. 公務員 5. 団体職員( 消費者関係) 6. 団体職員(5以外)

7. 報道関係者 8. 図書館関係者 9. 教育関係者 10.学生 11.主婦 12.その他( )

男性・女性

10歳代 20歳代 30歳代 40歳代 50歳代 60歳代以上
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各記事について、あてはまる番号に○をつけてください。

※バックナンバーは、以下のURLよりご覧ください。
http://www.maff.go.jp/chushi/kohoshi/mag_newsletter/backno2009.html
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